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緒　　言
　総務省統計局の推計によると、₂₀₁₀年９月₁₅日現
在、わが国の高齢者数は₂,₉₄₄万人となり、全人口の
₂₃.₁％を占めている。あと１年余りで団塊の世代の人
たちが高齢者の仲間入りをすることとなり、今後数年
間で高齢者数は急激に増加する。₂₀₁₅年には、全人口
に対する高齢者の割合は₂₆.₀％と推測され、国民の４
人に１人が高齢者となる。
　₂₀₁₀年₁₀月１日現在の推計によれば、岡山県内に
おける高齢化率は₂₄.₈％と全国平均より高くなってい
る１）。岡山県内に設置されている高齢者福祉施設数
は、₁₉₉₈年度末には特別養護老人ホーム（以下特養）
が₉₃施設、介護老人保健施設（以下老健）₆₆施設で
あった２）。₂₀₀₆年度末には特養が₁₂₃施設、老健₇₂施
設３）、₂₀₁₀年₁₀月１日現在では、特養が₁₄₅施設、老
健₇₇施設となり１）、両施設ともおよそ₁₀年間でかな
り増加し、施設に入所している高齢者も増えているの
が現状である。
　そのような中において、高齢者や障害者の施設で働
いている介護士や（寮母）介護職員は、通常の仕事中
にエプロンを着用することが多く、特に１日に３回の
食事介助にはほとんどの施設でエプロンを着用してい
る。しかし、その着脱にはかなりの時間がかかってお
り、毎日分刻みの仕事をこなしている彼らにとって、
着脱時間が短縮できるエプロンの希望が以前からあっ
た。
　また、国内ではユニバーサルデザインの考え方がも
のづくりに取り入れられてきているが４）、５）、筆者も
数年前からユニバーサルデザインをファッションに取
り入れる研究を行ってきている６）～₁₁）。その研究の中
で、着脱が簡単にでき、施設内では勿論のこと家庭で
も着用することができる、ユニバーサルデザインエ
プロン（以下UDエプロン）の研究と製作を₂₀₀₆年か
ら行っている₁₂）、₁₃）。最初の製作から３年が経過し、
使用者からいくつかの改善要求が上がってきた。そこ
で、提起されたこれらの問題点に配慮し、更に着脱し
やすく機能性のあるUDエプロンの開発を目的に本研
究を行った。
方　　法
　₂₀₀₆年３月に、施設で使用されているものや市販さ
れているものなど５種類のエプロンを、岡山県北の介
護士に着用してもらい、このエプロンの問題点を聞
き、着脱の時間を計測した。それらの結果を基に、デ
ザイン的にも優れ、着脱が簡単に出来るエプロンをデ
ザインし製作した。
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　そのエプロンを数回の試着補正の後に、女性用にM
サイズ、男性用にLサイズの試作品を作製し、岡山県
北の２つの高齢者施設で₂₀₀₆年７月に着用してもら
い、意見を聞き、UDエプロン（以下ミプロン）を製
作した。その後₂₀₀₇年７月に、男性用Lサイズの改良
を行った。
　今回、問題として上がった点を改善した３種類のM
サイズのミプロンを製作し、₂₀₁₀年８月に岡山県北の
２つの高齢者施設においてそれぞれ２週間着用しても
らい、介護士より意見を聞いた。その結果を基に、よ
り良いミプロンを提案する。
結果ならびに考察
　₂₀₀₆年から研究・製作を重ね、₂₀₀₇年までに完成
したミプロンのMサイズ、Lサイズの製図を図１、
図２に示す。Mサイズは着丈₈₉cm、肩幅７cm、前胴
幅₃₀cm，後ろ胴幅₃₀.₅cmで、裾幅はそれより２cmず
つ広くしている。また、Lサイズは着丈₁₀₄cm、肩幅
₇.₅cm、前胴幅₃₃cm，後ろ胴幅₃₃.₅cmで、裾幅はそ
れより₂.₅cmずつ広くしている。素材はポリエステル
₅₅％、綿₄₅％で、撥水加工のある生地を使用し、左胸
に美作大学ユニバーサルデザインのロゴマークMIを
刺繍した。カラーはピンクとブルーである。ミプロン
のMサイズ、Lサイズの写真を図３に、後ろの写真を
図４に示す。
　「着脱が３秒でできる」「肩紐がずり落ちない」
「後ろ紐を結ばなくても良い」「脇身頃にゴムが通し
てあり立体的になっている」などが特徴であるミプロ
ンを、₂₀₀₆年、₂₀₀₇年と東京ビッグサイトで開催され
た「国際福祉機器展」（HCR）に出展した。そこで
着用してもらったときの感想は、「後ろで紐を結ぶ必
要のないデザインは、着脱が簡単である」とした人が
多く、「前に垂れない」「後ろも開かない」等、良い
評価であった。「着心地は良い」と、素材も好評で
あった。「軽さ」も評価され、ユニバーサルデザイン
には「軽いこと」が重要であることを再認識した。ポ
ケットは左右必要であるとの意見が多く、また、その
位置や大きさの要求も、用途により「後ろ」「胸」
「左胸」等、多岐にわたっていた。デザインは、「か
わいい」「ウエストがすっきりしている」等、好評で
あった。「釦がないので安全である」「ひっかからな
くて良い」等、安全面においても評価があった。
　その後、岡山県倉敷市内のアパレル会社M社から、
ミプロンを商品化したいという話があり、カラーはピ
ンク、ブルーの２色に加えてペパーミントグリーンと
パープルの４色となった。素材は、HCRで客から要
望があった抗菌防臭加工より効果がはるかに高い制菌
加工（SEKマーク）を施した、ポリエステル₆₅％、綿
₃₅％の混紡である。また、ポケットは左右につけてい
たが、「沢山あると便利」という意見もあり、前の中
心に３つ繋がったものを付けた。そのミプロンのカタ
ログを図５に示す。この中には「美作大学を中心とし
た産官学民の連携の中で開発されました」と書かれて
おり、₂₀₀₈年４月から販売が始まった。
　ミプロンは、最初の製作から３年が経過し、使用者
から「肩が垂れることがあるので、後ろのくりにひも
を入れて欲しい」「前の襟くりが大きい」「着用時、
前に垂れる」等の意見や要望があった。また、前に３
つ繋がったポケットを付けていたが、以前からポケッ
トの位置についてはさまざまな要望があった。
　これらの意見や要望に対して、改善点として「後ろ
明きにゴム入りのひもを付ける」「ポケットの大きさ
と位置を変える」「前襟くりを上げる」の、３箇所を
取り上げた。
　「後ろ明きにゴム入りのひもを付ける」に対して
は、後ろ襟くりに長さ₁₂cm、幅₁.₅cmのひもに、長さ
₉.₅cmのゴムを通したものと、長さ₁₄cm、幅２cmのひ
もに、₁₁cmのゴムを通したものを、それぞれ中心か
ら８cm上、９cm上に取り付けた。その写真を図６、
図７に示す。「ポケットの大きさと位置を変える」に
ついては、縦₁₉cm、横₁₈cmの基本のポケットを、後
ろ、横、前の３箇所に付けた。後ろ、横の写真をそ
れぞれ図８、図９に示す。また、「前襟くりを上げ
る」に対しては、前襟くりを１cm上げたものを製作
した。
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図２　Ｌサイズ製図
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図１　Mサイズ製図
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　改良した３種類のミプロンを、８月に２週間、岡山
県北の２つの高齢者施設で、延べおよそ₃₀人に着用し
てもらった。これらの施設で着用した介護士の身長
と胸囲を表１に表す。今回計測できたのは₁₆人で、
着用者全員ではないが、平均身長は₁₅₃.₄₁cm、平均胸
囲は₈₈.₇₅cmであった。胸囲の最大は₁₀₇.₅cm、最小は
₇₈cmとなり、計測した₁₆人の中で、およそ₃₀cmとい
う大きな差がある。彼らに着用後の意見を聞いた結果
は次の通りである。
１．後ろ明きにゴム入りのひもを付ける
　⑴　 あまり差はないようだが、２cmの方が落ち着
く。
　⑵　 なくても良いという意見もあるが、着る職員の
体型もあり、あった方が良い。
　⑶　 脱ぐ時に、少し脱ぎにくいように感じる。
　と、両施設とも同じような意見であった。
２．ポケットの大きさと位置
　「後ろ」
　⑴　 不慣れなこともあって、使いにくい。
　⑵　 不便。
　⑶　あることを忘れる。
　⑷　 引っかからなくてよい。
　という意見があった。
　「横」
　⑴　 不慣れで使いにくい。
　⑵　 良いポジションにある。使いやすい。
　と、２つの施設で意見が分かれた。
　「前」
　⑴　 自然で使いやすい。
　⑵　 以前の３つ繋がった前ポケットも良い。
　という感想もあった。施設で働く人たちにとってポ
ケットの位置は重要で、市販のエプロンのポケット
が、車いすの押し手に引っかかったこともあったとい
う話を聞いた。
３．前襟くりを上げる
　⑴　 下げた方が楽。
　⑵　 着脱しにくい。
　⑶　なぜ上げたのか。
　と、２施設とも使用者から寄せられた要望とは異
なった。
４．着装の全体的な感想
　⑴　 デザインは良い。
　⑵　 着丈もよい長さで、使いやすい。
　⑶　動きやすい。
　⑷　 紐で結ばないので着脱も早く、紐が引っかかる
こともない。
　⑸　 脇のポケットがよい。
　⑹　 後ろ中心の縫い目が破けたものがある。
　⑺　 いろいろなサイズが欲しい。
　⑻　 すべりの良い生地が良い。
　等があがった。この中の「後ろ中心の縫い目が破け
たものがある」ということに関しては、胸囲の大きい
人が、サイズの小さいミプロンを着用したものと考え
られる。
　今回、計測した₁₆人の中には、胸囲が₈₀cm以下の
人が４人いた。介護士の中には、胸囲が₇₀cm台の人
もかなりいると思われる。そのような人たちにはSサ
イズを、また、Lサイズで小さい人のために、主に男
性の介護士用としてLLサイズを研究する必要がある
と考えている。
表１　介護士の身長、胸囲
（㎝）
番号 身長 胸囲
1 156 79.5
2 151 78.5
3 154 89
4 152 89
5 146 106.5
6 156 80
7 162 95
8 153 91
9 157 103.5
10 150.5 87.5
11 155 79.5
12 145 78
13 155 107.5
14 156 88.5
15 150 87
16 156 80
平均 153.41 88.75
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図３　ミプロンＭ・Ｌサイズ
図５　Ｍ社のカタログ
図 4　ミプロンＭサイズ後ろ
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図６　1.5 ㎝のひもを付ける
図８　ポケット後ろ
図７　2㎝のひもを付ける
図９　ポケット横
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まとめ
　高齢者や障害者の施設で働く介護士の、「毎日の食
事介助用等として、着脱が簡単なエプロンがほしい」
という希望を叶えると同時に、年代を問わず家庭内で
も楽に着ることの出来るユニバーサルデザインエプロ
ンの製作を行うことを目的に、₂₀₀₆年から研究を行っ
ている。３年経過した今回、問題として上がった点に
対して改良を行った結果、次のような知見が得られ
た。
　⑴　 後ろで紐を結ぶ必要のないデザインは、着脱
が簡単で、後ろに結んだ紐がひっかかることも
なく好評だった。
　⑵　 ポケットは、着用者の用途や施設の状況によっ
て、希望の位置や大きさが異なるため、選択の
幅を持ったものを作成する必要があると考え
る。
　⑶　 前襟くりを上げることに対しては、詰まった感
じを与え、元に戻すことがよいと思われる。肩
紐がずれやすい人に対しては、後ろにゴム入り
の紐を付けることで、この問題は解消できると
考える。
　⑷　 今後の研究課題として、「より多くのサイズ」
があげられた。
　今後は、これらの結果を基に、従来のM、Lサイズ
に加えて、S、LLサイズのものについての研究も行っ
ていきたい。そして、より洗練されたユニバーサルデ
ザインエプロンを研究する上において、「着脱のし易
さ」「心地よさ」「ファッション性」を追求し、デザ
インの改良を重ねていく必要があると考えている。
　₂₀₁₀年５月に、M社から新しいパンフレットが出版
され、その中に再びミプロンが掲載されている。今後
は４つのサイズ展開、ポケットの位置と大きさの選択
等を提案していきたいと思う。
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